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本書の編者，落合和徳教授は小生と長年，日本
産科婦人科学会において幹事，理事，常任理事と
して苦楽をともにして参りました．また，婦人科
悪性腫瘍化学療法研究機構（NPO）副理事長とし
てもご活躍で，卵巣腫瘍の診断・治療に関する斯
界の第一人者であり，また産婦人科の分野で最も
お忙しい先生のお一人であります．この度『卵巣
腫瘍のすべて』を上梓されましたので，以下感じ
るところ，思うところを簡潔に述べます．
まず，多忙を極める落合先生が本書を編集され，
上梓されたことに敬意を表します．プロローグで
も述べておられますが，東京慈恵会医科大学産科
婦人科（以下，慈恵医大産婦人科）の「表看板」で
ある「卵巣腫瘍」についてすべて網羅されている
のではというのが第一印象であります．卵巣腫瘍
の疫学に始まる基礎編，正常卵巣と卵巣腫瘍の分
子生物学，次いで卵巣腫瘍の実地臨床（診断，治療）
を詳細に，しかも簡明に解説し，この分野で学会
をリードする慈恵医大産婦人科の面目躍如たるも
のがあります．加えて，フォローアップの実際，
リスクファクターと予防，緩和医療とターミナル
ケア，治療とQOLなどについても懇切丁寧な説

明がなされております．一方，卵巣腫瘍と不妊治
療，妊孕性の維持，妊娠中の取り扱いなど実地医
家が日常診療で遭遇する困惑事例についても項目
を設け，最近の話題でもある子宮内膜症性卵巣嚢
胞と卵巣癌についても解説が及んでおります．
さらに，本書の特徴を箇条書きに記すと，（1）
文字が比較的大きく読みやすい，（2）図表が色彩
豊かで見やすい，（3）簡潔・簡明な記述に徹して
いる，（4）卵巣腫瘍に関してほとんどすべてを網
羅しており，書名通りである，（5）これだけ幅広
い内容を慈恵医大産婦人科のスタッフのみで分担
執筆している，ということになります．
特に最後の特徴に示されるように本書は卵巣腫
瘍に関する慈恵医大産婦人科の総力をあげた総集
編であり，日常臨床の座右の書，あるいは卵巣腫
瘍に関する知識の整理のみならず，若手産婦人科
医の卵巣腫瘍研究に対する「ヒント」を誘発する
書でもあります．ぜひ，ご一読をお勧め致します．
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